
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 特集 骨盤臓器脱 

～子宮下垂・脱について～ 

山陽小野田市民病院  

〒756-0094 山陽小野田市東高泊 1863-1 
TEL(0836)83-2355  FAX(0836)83-0377 
E-mail：med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：https://sanyo-onoda-city-hosp.jp/ 
 

病院の理念   誠実 公正 連携 

基本方針   
・親しみやすく、思いやりのある医療を誠実に行います。 
・全人的かつ専門的で、良質な医療を行います。 
・患者さんの気持ちと権利を尊重し、心温かい療養環境

を提供します。 
・市民病院としての使命を自覚し、患者さんのニーズに

適切にお応えします。 
・保健・医療・福祉・介護の連携を推進します。 

地域の皆様の健康とより良い病院をめざして 

mailto:med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp
https://sanyo-onoda-city-hosp.jp/
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骨
盤
底
の
弛
緩
に
よ
る
骨
盤
臓
器
脱
は
排
便
・
排

尿
・
性
機
能
を
障
害
し
、
高
齢
女
性
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
左

右
す
る
疾
患
で
、
高
齢
人
口

の
増
加
と
と
も
に
増
加
し
て

い
ま
す
。
生
命
を
脅
か
す
こ

と
は
少
な
い
の
で
す
が
、
Ｑ

Ｏ
Ｌ
を
著
し
く
損
な
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、

子
宮
を
支
え
る
靭
帯
が
緩
む

こ
と
で
お
こ
る
の
が
子
宮
下

垂
・
脱
で
す
。 

通
常
は
下
図
の
よ
う
に
子

宮
は
靭
帯
で
支
え
ら
れ
、
骨

盤
内
に
収
ま
っ
て
い
ま
す
。 

子
宮
下
垂
・
脱
に
つ
い
て 

 

 

 特集 

１ 

日本産科婦人科学会専門医  

骨盤臓器脱とは、骨盤内の臓器が、膣や肛門から脱出してくる病気のことをいいます。 

骨盤臓器脱は中高年の女性に高頻度で発生する疾患であり、 

出産経験のある女性の半数近くがかかるといわれています。 

いろいろなタイプの骨盤臓器脱がありますが、 

今回は子宮下垂・子宮脱についてお話しします。 



子
宮
が
正
常
の
位
置
よ
り
下
降
し
た
も
の
を
子

宮
下
垂
と
い
い
、
こ
れ
が
ひ
ど
く
な
り
外
陰
部
よ
り

子
宮
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
脱
出
す
る
の
を
子
宮
脱

と
い
い
ま
す
。
従
っ
て
子
宮

の
下
垂
と
脱
の
違
い
は
程
度

の
差
で
す
。
子
宮
の
下
端
は

腟
内
に
突
出
し
て
お
り
（
子

宮
腟
部
）
、
子
宮
の
前
方
は
膀

胱
、
後
方
は
直
腸
と
そ
れ
ぞ

れ
接
し
て
お
り
、
多
く
の
場

合
子
宮
が
下
降
す
る
と
き
は
、

腟
・
膀
胱
・
直
腸
な
ど
の
臓

器
を
引
き
連
れ
て
下
が
り
、

ひ
ど
く
な
る
と
腟
は
、
そ
れ

に
つ
ら
れ
て
裏
返
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

骨
盤
性
器
脱
は
紀
元
前
か
ら
女
性
の
悩
み
の
種

で
あ
っ
た
こ
と
は
歴
史
的
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

で
は
ど
の
よ
う
な
歴
史
を
辿
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う

か
？ 

 

子
宮
脱
は
古
代
の
パ
ピ
ル
ス
の
時
代
に
す
で
に
記
載

さ
れ
、
古
代
・
中
世
・
現
代
と
長
い
年
月
の
間
に
様
々

な
治
療
法
が
試
み
ら
れ
今
日
に
至
り
ま
す
。 

K
a

h
u

n
 p

a
p

y
ru

s

の
中
に
は
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
が

子
宮
脱
に
対
し
、
収
斂
性
溶
液
を
膣
内
に
用
い
て
脱

出
部
位
を
縮
め
る
治
療
を
行
っ
た
と
い
う
記
載
が
あ

り
ま
す
。
イ
ン
ド
の
古
代
の
医
学
書
に
は
膣
が
膨
隆

す
る
状
態
が
記
載
さ
れ
、
す
で
に
膀
胱
瘤
・
直
腸
瘤
・

会
陰
瘤
の
認
識
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

子
宮
脱
の
治
療
の
歴
史
書
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
時
代
に
「s

u
c
c
u

s
s
io

n
(

振

盪)

」
治
療
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
患
者
は
は
し
ご

段
に
両
足
を
結
ん
で
牽
引
さ
れ
、
逆
さ
釣
り
状
態
で

振
盪
を
繰
り
返
し
た
と
さ
れ
ま
す(

図
１)

。 

 

世
界
で
最
初
の
婦
人
科
教
科
書
と
さ
れ
る
「O

n
 

d
is

e
a
s
e
s
 o

f w
o

m
a
n

」
はP

o
ly

b
u

s
(

ギ
リ
シ
ャ

神
話
上
の
人
物
で
、
コ
リ
ン
ト
ス
の
王)

が
紀
元
前
４

～
５
世
紀
に
執
筆
し
た
と
さ
れ
、
や
は
り
収
斂
薬
の

塗
布
法
や
膣
内
に
挿
入
す
る
ス
ポ
ン
ジ
、
ザ
ク
ロ
な

ど
の
膣
内
ペ
ッ
サ
リ
ー
治
療
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

紀
元
前
１
～
２
世
紀
に
は
婦
人
科
医
で
あ
る

S
o

ra
n

u
s

が
こ
れ
ま
で
の
治
療
を
発
展
さ
せ
、
酢
酸

や
ハ
ー
ブ
な
ど
を
用
い
た
膣
内
の
消
毒
法
や
、
前
述

の
「s

u
c
c
u

s
s
io

n

法
」
の
逆
さ
釣
り
法
を
行
っ
て

い
ま
す
。
脱
出
子
宮
が
壊
疽
に
陥
っ
た
患
者
に
対
し

て
は
、
摘
出
手
術
療
法
も
試
み
ら
れ
て
い
ま
す
。 

16
世
紀
に
は
い
る
と
脱
出
物
を
丈
夫
な
糸
で
強

く
縛
っ
て
壊
死
に
よ
る
脱
落
を
待
ち
、
断
端
に
は
ワ

イ
ン
、
ハ
チ
ミ
ツ
、
ア
ロ
エ
を
塗
布
し
た
と
あ
り
ま

す
。
こ
の
時
代
に
な
っ
て
ザ
ク
ロ
の
か
わ
り
に
ス
ポ

ン
ジ
を
糸
で
縛
り
、
オ
イ
ル
に
つ
け
て
膣
に
挿
入
す

る
ペ
ッ
サ
リ
ー
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
16
世
紀
後

半
に
は
腰
部
に
固
定
す
る
金
製
、
銀
製
、
真
鍮
製
な

ど
の
ペ
ッ
サ
リ
ー
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

       

骨
盤
臓
器
脱
治
療
の
歴
史 

図 1．骨盤臓器脱に対する古代の保存的治療  

（Hippocratic succession） (紀元前 4000 年) 

図２  ボールペッサリーを  
挿入している（Stromayr） 

２ 

特集：骨盤臓器脱～子宮下垂・脱について～ 

直腸 

膀胱 

子宮 

子宮脱  子宮下垂  



 

19
世
紀
に
な
っ
て
麻
酔
法
の
発
達
、
縫
合
糸
、
手

術
器
具
の
発
展
が
あ
り
、
１
８
６
１
年
に
最
初
の
膣

式
子
宮
全
摘
出
術
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
保
存
法
と

し
て
膣
の
冷
水
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
温
水
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

サ
ー
フ
バ
ス
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
成
功
率
は

低
か
っ
た
よ
う
で
す
。
他
に
硝
酸
銀
・
硝
酸
・
硝
酸

水
銀
・
硫
酸
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
腐
食
剤
も
膣
に
塗
ら

れ
て
い
た
そ
う
で
す
ペ
ッ
サ
リ
ー
の
材
質
・
形
状
も

改
良
さ
れ
、
現
在
で
は
塩
化
ビ
ニ
ル
製
ウ
ォ
ー
レ
ス

リ
ン
グ
が
主
流
で
す
（
図
３
）
。 

 

骨
盤
臓
器
脱
は
、
妊
娠
、
経
腟
分
娩
、
加
齢
、
閉

経
、
外
傷
、
喫
煙
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、

一
つ
の
原
因
で
発
生
す
る
の
で
は
な
く
、
多
数
の
因

子
が
加
わ
っ
て
発
生
す
る
も
の
で
す
。 

 

 

程
度
の
軽
い
子
宮
下
垂
く
ら
い
の
状
態
で
は
、
無

症
状
で
、
婦
人
科
健
診
な
ど
で
指
摘
さ
れ
て
初
め
て

気
付
き
ま
す
。
ひ
ど
く
な
る
と
、
お
腹
に
力
が
か
か

っ
た
と
き
に
何
か
が
出
て
く
る
感
じ
で
す
が
、
力
が

ぬ
け
る
と
感
じ
な
く
な
り
ま
す
。
歩
行
時
、
重
い
も

の
を
持
っ
た
時
、
入
浴
時
や
し
ゃ
が
ん
で
い
る
時
な

ど
に
気
付
き
ま
す
。
さ
ら
に
症
状
が
進
む
と
、
何
か

ピ
ン
ポ
ン
球
く
ら
い
の
、
丸
く
て
固
い
も
の
が
外
陰

部
に
触
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
宮
が

腟
に
顔
を
出
し
て
い
る
子
宮
腟
部
で
す
。
こ
の
よ
う

に
脱
出
す
る
よ
う
に
な
っ
て
初
め
て
気
付
く
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。 

も
っ
と
ひ
ど
く
な
る
と
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
子

宮
が
子
宮
腟
部
を
先
頭
に
腟
壁
と
と
も
に
周
囲
の
臓

器
も
下
が
り
、
裏
返
っ

た
状
態
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
子
宮

は
ほ
と
ん
ど
下
が
っ
て

い
な
い
の
に
膀
胱
や
、

直
腸
だ
け
が
腟
壁
と
一

緒
に
下
が
っ
て
く
る
こ

と
が
あ
り
、
ふ
わ
ふ
わ

し
た
腫
瘤
と
し
て
触
れ

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
膀
胱

瘤
、
直
腸
瘤
と
呼
び
ま

す
。 下

が
っ
た
臓
器
の
た

め
、
引
っ
張
ら
れ
た
感

じ
や
痛
み
、
太
も
も
の

間
に
物
が
は
さ
ま
っ
た

感
じ
が
し
ま
す
。
外
陰

か
ら
脱
出
し
た
部
分
が
、

常
時
下
着
な
ど
に
接
触

し
こ
す
れ
る
と
、
赤
く

な
っ
た
り
、
お
り
も
の

が
増
え
た
り
、
出
血
し

た
り
、
化
膿
し
た
り
し

ま
す
が
程
度
に
よ
り

様
々
で
す
。
排
尿
障
害

や
排
便
障
害
の
原
因
に

も
な
り
ま
す
。 

原
因 

症
状 

PHOTOGRAPH BY SCIENCE MUSEUM, LONDON 

20 世紀前半に使用されていたゴム製の避妊用スポンジ。子宮

頸部の手前に挿入して使用していたものです。ボールペッサリー

もこのようなものだったのでしょうか。  

 

３ 

https://natgeo.nikkeibp.co.jp/atcl/news/16/a/022300012/?SS=imgview&FD=1075125416


 
骨
盤
底
筋
群
体
操
：
骨
盤
底
の
筋
肉
を
鍛
え
る
運

動
に
よ
り
、
軽
度
の
尿
漏
れ
や
子
宮
下
垂
を
改
善
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 Ⅰ
 

保
存
的
療
法 

① 

ペ
ッ
サ
リ
ー
リ
ン
グ
：
手
術
を
望
ま
な
い
場
合

や
、
病
気
や
高
齢
で
手
術
が
出
来
な
い
場
合
に

挿
入
し
ま
す
。
最
近
の
リ
ン
グ
状
の
（
図
３
）

は
、
ソ
フ
ト
で
、
出
し
入
れ
時
の
痛
み
が
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
挿
入
後
の
病
状
の

変
化
に
よ
り
、
最
適
な
サ
イ
ズ
が
変
化
す
る
の

で
、
交
換
を
含
め
た
定
期
的
な
管
理
が
必
要
で

す
。
リ
ン
グ
が
腟
壁
に
当
た
り
、
そ
こ
が
発
赤

し
た
り
、
帯
下
が
増
加
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。 

 

Ⅱ
 

外
科
的
治
療 

生
活
の
見
直
し
や
骨
盤
底
筋
体
操
、
ペ
ッ
サ
リ

ー
に
よ
る
治
療
を
行
っ
て
も
症
状
が
改
善
し
な
い

場
合
に
は
、
手
術
を
検
討
し
ま
す
。 

 

① 

非
メ
ッ
シ
ュ
手
術
（
膣
式
子
宮
全
摘
出
術
＋
前

後
膣
壁
形
成
術
） 

子
宮
摘
出
＋
腟
壁
形
成
術
な
ど
、
従
来
か
ら
行

わ
れ
て
き
た
手
術
法
は
、
腟
を
通
し
て
子
宮
を

摘
出
し
、
膀
胱
と
腟
、
ま
た
は
、
直
腸
と
腟
を

支
え
る
筋
膜
・
じ
ん
帯
を
補
強
す
る
手
術
で
す
。

一
般
的
に
再
発
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
当
院
で
は
ほ
と
ん
ど
認
め
て

い
ま
せ
ん
。 

 
② 
メ
ッ
シ
ュ
手
術
（
Ｔ
Ｖ
Ｍ
） 

腟
壁
と
膀
胱
の
間
に
メ
ッ
シ
ュ
を
挿
入
し
て

臓
器
を
支
え
ま
す
。
子
宮
を
摘
出
し
な
い
利
点

が
あ
り
ま
す
が
、
腟
が
固
く
な
る
の
で
性
交
渉

の
あ
る
方
や
妊
娠
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
お

勧
め
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
手
術
後
の
痛
み
や

腟
壁
か
ら
メ
ッ
シ
ュ
が
露
出
す
る
な
ど
の
合

併
症
が
あ
り
、
現
在
は
、
治
療
効
果
が
高
い
と

考
え
ら
れ
る
膀
胱
瘤
な
ど
が
対
象
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

  

③ 

・
腹
腔
鏡
下
子
宮
全
摘
術
＋
膣
断
端
固
定
術 

・
腹
腔
鏡
下
仙
骨
固
定
術 

お
な
か
に
数
か
所
の
孔[

あ
な]

を
開
け
、
腹
腔

鏡
や
手
術
器
具
を
入
れ
て
子
宮
を
全
摘
出
し

た
後
そ
の
断
端
を
靱
帯
に
固
定
す
る
手
術
や
、 

子
宮
を
一
部
摘
出
し
た
後
メ
ッ
シ
ュ
で
固
定

す
る
手
術
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

骨
盤
臓
器
脱
は
、
約
４
０
０
０
年
と
い
う
長
い
間
、

認
識
さ
れ
て
い
た
婦
人
科
疾
患
で
す
が
、
現
在
で
も

確
実
な
治
療
法
が
な
く
、
タ
フ
な
疾
患
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。 

骨
盤
臓
器
脱
で
お
悩
み
の
方
は
、
一
度
お
近
く
の

産
婦
人
科
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
患
者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ

Ｌ
向
上
を
第
一
に
考
え
、
患
者
さ
ん
の
生
活
に
一
番

適
し
た
治
療
を
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
け
る
は
ず
で

す
。 

         

治
療 

柔らかい・・・ 

４ 

特集：骨盤臓器脱～子宮下垂・脱について～ 



 

 

         

 

 

 

 

筋肉の減少は40歳頃から徐々に始まります。20歳代をピークとすると、

40 歳代ではその約 80％・さらに 60 歳代では約 60％・70 歳代では約

50％にまで減少してしまいます。 

 

筋肉を鍛えるのに遅いことはありません！ 

年齢に関係なく適切な運動によって筋肉の量が増加してくる事が分かっ

ています。 

ただ、「年齢を重ねている」ことに対して、注意が必要になってきます。 

 

身体の回復力が遅くなるため、いつまでも疲れがある・筋肉痛が残っていると感じることが増えます。

また、身体の組織（骨・関節・筋肉）は生まれてから今日の歳まで何十年と部品交換をすることなく使

い続けられていますので、弾力性や柔軟性が減り、強い衝撃や負荷に耐えることが難しくなります。 

そのため、自分に合った適切な運動を始めることが大切になります。 

65 歳以上では強度を気にせず、まずは 40 分身体を動かすというのが目安になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 理学療法士に聞こう ～ 

５ 

リハビリテーション室 
理学療法士 中田 晶子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｑ 

こ
れ
ま
で
の
経
歴
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。 

Ａ 

山
口
県
立
徳
山
高
等
学
校
卒
（
平
成
３
年
）、

山
口
大
学
医
学
部
卒
（
平
成
10
年
） 

山
口
大
学
第
一
外
科
入
局→

山
口
労
災
病
院

→

阿
知
須
同
仁
病
院→

大
学→

小
野
田
市
立

病
院→

愛
媛
労
災
病
院→

大
学→

宇
部
記
念

病
院→

山
陽
小
野
田
市
民
病
院
（
現
在
） 

Ｑ 

専
門
分
野
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？ 

Ａ 

大
学
の
時
は
血
管
外
科
で
し
た
が
、
現
在
は
も

っ
ぱ
ら
一
般
外
科
で
す
。 

Ｑ 

座
右
の
銘
は
？ 

Ａ 

廊
下
は
走
る
な 

Ｑ 

医
師
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？ 

Ａ 

恥
ず
か
し
く
て
言
え
ま
せ
ん
。 

Ｑ 

ど
ん
な
医
学
生
で
し
た
か
？ 

Ａ 

恥
ず
か
し
く
て
言
え
ま
せ
ん
。 

Ｑ 

印
象
に
残
っ
た
患
者
さ
ん
は
？ 

Ａ 

私
が
若
い
外
科
医
の
頃
、
あ
る
直
腸
癌
の
患
者

さ
ん
の
担
当
医
を
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
方
と

初
対
面
の
時
、
「
あ
な
た
の
様
な
若
造
に
治
療

し
て
欲
し
く
て
こ
の
病
院
に
来
た
訳
じ
ゃ
な

い
。
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
結
局
術
後
も
外
来

化
学
療
法
は
続
き
、
い
つ
も
そ
の
患
者
さ
ん

は
、
私
へ
の
不
満
、
不
安
、
文
句
を
い
つ
も
口

に
し
て
い
ま
し
た
。
我
な
が
ら
よ
く
耐
え
た
と

思
い
ま
す
。
大
学
の
人
事
異
動
で
そ
の
病
院
を

去
る
こ
と
を
、
そ
の
患
者
に
告
げ
ま
し
た
。
す

る
と
返
っ
て
き
た
言
葉
が
、
「
先
生
が
い
な
く

な
っ
た
ら
、
私
は
今
後
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
？
」
最
後
も
や
は
り
、
私
へ
の
不
満
を
口
に

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
文
句
と
は
違
う

も
の
で
し
た
。
一
気
に
報
わ
れ
た
思
い
が
し
た

の
を
、
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。 

Ｑ 

趣
味
は
何
で
す
か
？ 

Ａ 

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
で
す
。
だ
い
た
い
ど
ん
な
ス
ポ

ー
ツ
で
も
観
ま
す
。
子
供
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や

サ
ッ
カ
ー
の
試
合
を
応
援
に
行
く
の
も
好
き

で
す
。
自
分
で
は
最
近
体
を
動
か
す
こ
と
を
し

て
い
な
い
の
で
、
ま
ず
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

Ｑ 

最
近
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
？ 

Ａ 

小
学
生
の
長
男
が
、
食
べ
こ
ぼ
し
を
し
て
服
を

汚
し
ま
し
た
。
母
親
に
怒
ら
れ
る
と
思
っ
た
の

か
、
汚
れ
た
部
分
を
ハ
サ
ミ
で
落
と
そ
う
と
思

い
つ
い
た
様
で
す
。
当
然
、
穴
が
空
き
ま
し
た
。

結
局
怒
ら
れ
ま
し
た
。 

Ｑ 

患
者
さ
ん
に
対
し
て
一
言 

Ａ 

コ
ロ
ナ
で
大
変
な
時
期
で
す
が
、
頑
張
り
ま
し 

ょ
う
！ 

    

山
陽
小
野
田
市
民
病
院 

 

外
科 

野
村 

真
治 

先
生 日本外科学会外科専門医 

日本脈管学会脈管専門医 
下肢静脈瘤血管内焼灼術実施医 
マンモグラフィ読影認定医 
日本医師会認定産業医 

 

医療事務の専門家が教えます 

Ｅ係長 

 
 

６ 

地域包括ケア病棟 「退院支援病棟」  

2020 年 7 月 1 日 稼働開始 

当院では、病状が安定した患者さんの在宅や介護施設への復帰に向けた医療支援を行う 

ため７階病棟が一般病棟から【地域包括ケア病棟】に生まれ変わりました。 

 
病棟の特徴 

病状が安定した患者さんに対して、医師・看護師・リハビリスタッフ・ソーシャルワ

ーカー等が協力し、治療や入院療養を継続しながら「在宅復帰」を目指す病棟です。 

対象となる患者さん 

・入院治療により症状は改善したが、もう少し経過観察や在宅復帰に向けてリハビリ

の延長が必要な方 

・在宅での生活に向けて調整、準備が必要な方 

・在宅療養中で、症状が不安定になったりリハビリを要する方 など 

入院費について 

一般病棟と異なりほとんどの費用が入院料に含まれます。 

 
 

 

※一般病棟と同じく医療保険・高額医療費助成制度の対象となります。 

※有料個室料・病衣・おむつ代など、保険診療対象外の費用は含みません。 

 

入院料に含まれないもの 
手術料、抗がん剤、退院時処方など 

 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 感染を防止するためにマスクを付けて病院内へお入りください。 

 

○ 玄関入り口について 

  玄関入り口に設置しているサーモグラフィで体温を確認します。開始時間までに病院へお越しの際

は、エントランスホールの椅子に座ってお待ちください。症状の確認は各部署で実施します。何度も

お尋ねする場合がありますが、ご了承ください。 

発熱やせき、息苦しさ等いつもと違う症状での受診の場合は建物に入らず、病院へお電話をかけて

ください。平日受付時間内 TEL：0836-83-2355 

 

○ ６月２２日（月）から面会を一部緩和いたしました。 

面会時間：平日 １３時 ～ １７時（1 日 1 回限り１５分以内の面会でお願いします。） 

面 会 者：原則ご家族２名までで許可を受けている方 

  ＊産科における新生児への面会は、病室ではなく新生児室ガラス越しとなります。 

 

 

 

 

○ 洗濯物の受け渡し場所と時間について 

・面会時間以外の平日 ８時３０分～１２時：４階総務課 

・土日祝日及び平日 １７時～翌８時３０分：1 階時間外受付 

 

○ 当院での一般外来でのＰＣＲ検査は実施しておりません。 

 

○ 新型コロナウイルス感染関連が疑われる場合は、帰国者・接触者センターへお問い合わせください。 

宇部健康福祉センター TEL：0836-31-3203   山口県 TEL：083-933-3502 

皆様のご理解、ご協力のほどお願いいたします。 

 

面会をお断りする方：  中学生以下   発熱している方や体調不良のある方 

感染発生地域、感染者との濃厚接触者、健康観察を受けている方等 

 

７ 

 

当院の DMAT（災害派遣医療チーム）の一員でもある看護師の齊藤香理さんが山口市中央消防署長

からお礼状をいただきました。 

６月７日に山口市でバイクと車の衝突事故があり、バイクの男性が心肺停止の状態となりました。 

偶然現場を通りかかった齊藤さんは、車から降りて意識を

失ったバイクの男性に心臓マッサージを行いました。心臓

マッサージから８分後、男性は意識を取り戻し、到着した

救急隊に引き継ぐことができたということです。 

当院では、良質な医療を提供するため、職員を対象とし

て様々な研修等を定期的に実施しています。職員の誰もが

こうした場に遭遇した際、迅速な救命対応ができるよう、

今後も努力してまいります。 

 

TEL:0836-83
TEL:0836-31-3203


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

池坊 菫枝の会 

 

作者 藤中 妙信（信枝）さん 

ヤマセミ「山翡翠」 

 北海道～九州の各地で繁殖する留
鳥。山地の渓流や湖沼にすみ、イワナ、
ヤマメ、ウグイ等の魚類を主に補食す
る。急角度でダイビングして魚をキャ
ッチ。繁殖期のはじめには、雄が雌に
魚をプレゼントする求愛給餌行動が
見られる。体の割に頭が大きく短い首
とガッチリした胴体。前の指３本が基
部でくっついた合趾足（ごうしそく）
をもつ。くちばしは長くて大きな短剣
形。 

高千帆公民館 俳画教室 

講師 師井 妙範 

 

我が家の三兄弟。 

それぞれ性格は違えど、 

仲良しです ^_^ 

仕事から帰ればお出迎えもあり、癒

されます (o^^o) 

永井綾(看護部） 

 

花材名 ハナショウブ、アジサイ 
    ツユクサ、アシ 
撮影日 6 月 18 日 

毎週病院玄関ロビーにて生け込みを 
していただいています。 

池坊 彩の会 

 

ル
に
で
き
る
だ
け
の
対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。 

現
在
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
で
世
間
も
医
療

界
も
暗
中
模
索
の
状
態
で
す
。
当
院
で
は
、
通
常
営

業
で
通
院
さ
れ
る
方
の
不
安
を
若
干
で
も
緩
和
さ
れ

る
よ
う
に
心
が
け
て
お
り
ま
す
。 

 

山
陽
小
野
田
市 

中
央 

小
野
田
工
業
高
校
近
く

で
開
業
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

当
院
は
、
昭
和
45
年
に
先
代
の
尾
縣
寛
明
が
同
地

に
開
業
し
、
平
成
23
年
か
ら
、
私
が
継
承
い
た
し
ま

し
た
。
私
、
尾
縣
秀
信
は
鳥
取
県
岩
美
町
に
出
生
い

た
し
ま
い
た
が
、
す
ぐ
に
小
野
田
市
に
転
居
し
、
以

後
ほ
と
ん
ど
の
人
生
を
山
口
県
内
で
過
ご
し
て
お
り

ま
す
。 

婦
人
科
疾
患
を
中
心
に
診
療
し
て
い
ま
す
。
多
摩

が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
で
国
内
研
修
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
経
験
を
い
か
し
、
子
宮
が
ん
検
診
の
二
次
検
診
も

責
任
を
も
っ
て
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

更
年
期
障
害
、
自
律
神
経
障
害
に
も
可
能
な
限
り

対
応
し
て
い
ま
す
。 

産
科
に
つ
い
て
も
妊
婦
検
診
、
妊
娠
中
の
ト
ラ
ブ

女
性
ク
リ
ニ
ッ
ク
お
が
た 

院
長 

尾
縣 

秀
信 

先
生 

女性クリニックおがた 

所在地 山口県山陽小野田市中央 3-6-30 

ＴＥＬ 0836-83-3859 
診療時間 午前 月曜日～土曜日 9：00～12：30 

午後 月・水・木曜日 14：30～18：00 
        火・金曜日   15：30～18：00 
        土曜日     14：30～17：00 
［休診］ 日曜日・祝祭日 

８ 

住吉神社 

若山公園 

田村医院 

小野田 
工業高校 

文 

田中歯科医院 

 

女性クリニックおがた 

小野田 
中学校 
文 

190 

21 

しまもと耳鼻咽喉科 



 

診療科名  月 火 水 木 金 

内 科 

一  診 豊重充広 
(糖尿病・内分泌・血液) 

豊重充広 
(糖尿病・内分泌・血液) 

☆有好香子 
(糖尿病・内分泌) 

☆湯尻俊昭 
(第 2・4 水 曜日  午 後・血液 ) 

豊重充広 
(糖尿病・内分泌・血液) 

矢賀  健 
(糖尿病・内分泌 ) 

二  診 時山  裕 
(消化器 ) 

矢賀  健 
(糖尿病・内分泌 ) 

時山  裕 
(消化器 ) 

山口大学医師 
☆山﨑隆弘 

(午後・肝臓外来 ) 

山口大学医師 
(循環器 ) 

三  診  安田真弓 
(消化器 ) 

☆伊藤千与 
(午前・呼吸器 ) 

時山  裕 
(消化器 ) 

安田真弓 
(消化器 ) 

四  診 山口大学医師 
(午前・循環器 ) 

☆河村  篤 
(循環器 ) 

山本普隆 
(循環器 ) 

☆平野綱彦 
(午後・呼吸器 ) 

☆河村  篤 
(午前・循環器 ) 

五  診 小林正和 
(循環器 ) 

山本普隆 
(循環器 ) 

小林正和 
(循環器 ) 

小林正和 
(循環器 ) 

山本普隆 
(循環器 ) 

外 科 

一  診 大楽耕司 藤岡顕太郎 大楽耕司 藤岡顕太郎 藤岡顕太郎 

二  診 
 8:30 –  9:00 
11:00 – 11:30 

野村真治 
8:30 –  9:00 

藤岡顕太郎 
11:00 – 11:30 

大楽耕司 野村真治 
8:30 – 11:30 

野村真治 野村真治 

午  後 
13:00 – 17:00 

☆田中俊樹 
(呼吸器外科外来 )     

整 形 外 科 

一  診 脇阪敦彦 ☆河合伸也  脇阪敦彦 (新患 ) 前田  崇 (新患 ) 

二  診 金子  昇 (新患 ) 金子  昇 脇阪敦彦 前田  崇 金子  昇 

三  診  前田  崇 ☆柿並康太郎(新患)   

脳神経外科 
(紹介・再診のみ ) 

一  診  
(診療時間 )10:00–11:30 

 ☆岡  史朗    ☆岡  史朗  

小 児 科 

 
乳児検診・  
予防接種 :予約制  

午  前  
(受付時間 ) 9:00–11:00 

☆大西佑治  
(第 1・ 3・ 5 月曜日 ) 

☆古澤陽法  
(第 2・ 4 月曜日 )  

☆藤本洋輔  ☆小林  光  ☆岡﨑史子  ☆飯田恵庸  

午  後  
(受付時間 )13:30–15:30 

☆長谷川俊史  
(第 1 月曜日 )  

☆兼安秀信  
(第 2・3・4・5 月曜日 ) 

 
☆水谷  誠  

(第 1・ 3・ 5 水曜日 ) 

☆藤原万裕  
(第 2・ 4 水曜日 ) 

☆木村  献  
☆時高留依  
(第 1・ 2 金曜日 )  

☆三宅晶子  
(第 3・ 4・ 5 金曜日 ) 

産 婦 人 科 

婦 人 科  住浪義則  平野恵美子  
 9:00 – 12:00 

住浪義則  村上明弘  藤田麻美  

産  科  
村上明弘  藤田麻美  

村上明弘  
住浪義則  平野恵美子  

9:00 – 12:00 
平野恵美子  
 9:00 – 12:00 

村上明弘  藤田麻美  住浪義則  

午  後  
(予約のみ ) 

藤田麻美  
13:00 – 16:00 

  平野恵美子  
13:00 – 16:00 

 

皮 膚 科 一  診  ☆上田  茜  
(受付時間 )8:30–10:00  ☆浅野伸幸    

精 神  科  
完全紹介予約制  

一  診      ☆土生建介  

眼 科 
午  前  ☆播磨  希  徳久佳代子  徳久佳代子   徳久佳代子  

午  後  
(受付時間 )13:00–15:00  

   ☆湧田真紀子   

耳鼻咽喉科 午  後  
(受付時間 )14:00–16:00  

☆橋本  誠   ☆橋本智子  ☆田原哲也  
(第 1・ 3 木曜日 )  

☆菅原一真  
12:00 – 14:00 

泌 尿 器 科 

一診(新患) 
午  前  

瀧原博史  ☆田原正則  山口大学医師  北原誠司  北原誠司  

午  後  
(受付時間 )14:00–16:00  

   瀧原博史   

二診(再来)  北原誠司  北原誠司  瀧原博史  
 8:30 – 10:00 

 

麻 酔 科 

疼痛外来  内田雅人   内田雅人  内田雅人   

術前診察  河野瑠美  内田雅人  河野瑠美  河野瑠美  内田雅人  

緩和ケア  
10:00 – 12:00  

  内田雅人    

歯科口腔外科 
(原則予約制 )  

必ず歯科口腔外科で

予約をお取り下さい  

(新患受付時間 ) 
 8:30 – 11:00 

福田てる代  
浜辺優子  

福田てる代  
浜辺優子  

福田てる代  
浜辺優子  

福田てる代  
浜辺優子  

福田てる代  
浜辺優子  

14:00 – 15:00 
福田てる代  
浜辺優子  

浜辺優子  
☆梅田浩嗣  

(手術患者のみ ) 

福田てる代  
浜辺優子  

福田てる代  
浜辺優子  

福田てる代  
浜辺優子  

脳神経内科  
完全紹介予約制  

午  後     ☆佐野泰照   

禁 煙 外 来 
完全予約制  

午  後  篠崎文彦      

☆非常勤医師   

※外来受付時間（初診 11:00 まで／再診 11:30 まで）外に受診を

希望される際は、必ず来院前にお問い合わせください。  山
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お問い合わせ：山陽小野田市民病院  総務課  
Tel0836-83-2355 Fax0836-83-0377 E-mail：med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp 

山陽小野田市民病院診療日程表 
(令和２年７月１日現在)   の医師は要予約 
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